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         編 輯 後 記

 本誌第28輯 の講演要旨は京都大畢に於いて昭和26年11月30日 よ り

2日 間に行われた化學研究所業績獲表講演會の講演の前牟である.

 次號第29輯 は5月 頃獲行の豫定であるが,阿 部教授の 「明日の電

氣材料」 を綜報として,又 上記講演會の講演要旨淺部 を掲載するこ

とになつて居 る.

 樹英文欄の編輯に就てはP.V. Gohel氏 の御援助が大であつた.

ここに深 く感謝する次第である.        (大 西)
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